
授業改善の方向，効果的指導事例                              【小３年生の実践例】 

（１）単元名 

おすすめ図書カードを作ろう 

 

（２）本単元についてのつまずき 

柏市学力・学習状況調査の結果より，指定された長さで書くことや，２段落構成で書くこと，自分の

思いや考えが明確になるように書くことなど，「書くこと」のつまずきが見られる。 

 

（３）実態解消に向けた指導例 

  ①学習指導要領との関連 

 

 

 

 

 

②つけたい力に合った言語活動 

同学年の友達へおすすめ図書カードを作ろう 

③単元の構想（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④指導のポイント！  

 段落を意識して書けるように働きかけていくことをねらいとしてこの単元を設定した。おすすめ図書

カードを書くときに２段落構成で書くことを条件にし，例えば，主人公の気持ちの変化と，それに対す

る自分の思いを書くという構成などを考えるようにする。 

 おすすめの図書以外にも，図書カードの悪い例を読み，批判的な意見を書かせることを単元の中に

取り入れてみた。柏市学力・学習状況調査の問題傾向を見てみると，文章を読んで理解したことに基

づいて自分の感想や考えを（批判的な考えも含めて）もつことが小学校中学年に対して求められてい

る。この単元に限らず，批判的な意見を書かせるといった活動を要所要所に設定できるとよい。 

 友達からの図書の紹介は効果的である。たくさんの本を読ませ，感想をもたせることも大切にしてい

きたい。 

○相手や目的を意識して，経験したことや想像したしたことなどから書くことを選び，集めた材料
を比較したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。 

（思考力，判断力，表現力等 B 書くこと － ア 題材の設定，情報の収集，内容の検討） 
 
○文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつこと。 

（思考力，判断力，表現力等 C 読むこと － オ 考えの形成） 

一次 

見いだす 

二次 

自分で取り組む 

広げ深める 

三次 

まとめあげる 

○齋藤隆介の作品や巻末「本を読もう」に紹介されている本など，同学年の

友達に向けておすすめの本を紹介するという学習内容をつかむ。 

○図書カード作りをイメージするために，まず「モチモチの木」での学習を想

起させ，本のよさが伝わる書き方を考える。 

○伝える内容をしっかりと捉えさせるために，本のよさが伝わらないような悪

い例を提示する。自分で読んでみて「どこが良くないのか」「どうすればよ

いか」について２段落構成で考えを書き，理解を深める。 

○紹介したい本を読んでおすすめ図書カードを書く。 

○紹介する本と「おすすめ図書カード」を一緒に展示し，「おすすめ図書コー

ナー」を作る。 

○友達の書いた「おすすめ図書カード」を見て，読みたい本を読み，ひと言感

想を書き合う。 


